
宮城県

東日本大震災からの復興のあゆみ②
平成23年

8 7 6

22 6～8 1 27 6 1 上旬 30 27 下旬 22 21 15 13旬 旬

除
塩
事
業
の
災

宮
城
県
、
東
北

台
七
夕
ま
つ
り

を
”
」
を
開
催

沿
岸
13
市
町
の

２
８
９
９
ヘ
ク

＝
20
％

津
波
浸
水
農
地

農
地
・
農
業
用

内
訳

①

農

②

生

③

農

※

そ
の
後
随
時

宮
城
県
復
興
計

町
か
ら
の
要
請

に
農
業
土
木
職

亘
理
・
山
元
地

（
Ｔ
Ｐ
＋
２
．

農
林
水
産
省

亘
理
・
山
元
地

（
Ｔ
Ｐ
＋
２
．

復
旧
延
長

Ｌ

東
北
農
政
局
と

で
除
塩
の
実
証

平
成
23
年
度
作

（
Ａ
＝
１
１
４

亘
理
・
山
元
区

国
が
代
行
で
行

宮
城
県
関
係
機

る
地
方
振
興
事

り
、
津
波
被
災

宮
城
県
震
災
復

山
形
県
か
ら
宮

術
職
員
（
４
人災

害
査
定
が
開
始

北
農
政
局
、
水
土

り
期
間
中
に
「
仙

催
し
、
農
業
農
村

の
農
地
災
害
廃
棄

ク
タ
ー
ル
／
対
象

地
面
積
等
の
精
査

用
施
設
等
被
害
４

（
津
波
被
害
４

農
地
・
農
業
用
施

（
う
ち
津
波

生
活
環
境
施
設

（
う
ち
津
波

農
地
海
岸
保
全
施

（
う
ち
津
波

時
更
新

計
画
２
次
案
公
表

請
に
基
づ
き
、
宮

職
員
各
１
人
を
派

地
区
農
地
海
岸
の

０
ｍ
か
ら
Ｔ
Ｐ

省
施
工)

地
区
農
地
海
岸
の

０
ｍ
ま
で
嵩
上

＝
９
９
０
ｍ

と
宮
城
県
亘
理
農

証
試
験
を
開
始
（

作
付
け
に
向
け
た

４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

区
域
の
農
地
海
岸

行
う
こ
と
に
決
定

機
関
（
農
村
振
興

事
務
所
農
業
農
村

災
市
町
ご
と
の
復

復
興
計
画
１
次
案

宮
城
県
に
災
害
復

人
体
制
）
が
派
遣始

さ
れ
る

土
里
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ

仙
台
七
夕
ま
つ
り
“

村
整
備
事
業
の
Ｐ
Ｒ

棄
物
撤
去
状
況
（
８

象
面
積
１
４
３
４
１

査
に
よ
り
、
被
害
額

４
３
２
，
６
０
６
，

４
０
８
，
５
９
７
，

施
設

４
６
１
７

波
被
害

７
９
４

１
０
６

波
被
害

２
１

施
設

１
０
２

波
被
害

１
０
２

表 宮
城
県
か
ら
山
元
町

派
遣

の
２
次
復
旧
開
始

Ｐ
＋
６
．
５
ｍ
ま
で

の
１
次
復
旧
完
了

上
げ

宮
城
県
施
工

農
業
改
良
普
及
セ
ン

（
名
取
市
、
亘
理
町

た
除
塩
作
業
が
完
了

ル
）

岸
内
の
災
害
復
旧
工

定 興
課
、
農
業
振
興
課

村
整
備
部
、
農
業
振

復
興
計
画
支
援
チ
ー

案
公
表

復
旧
支
援
の
た
め
の

遣
さ
れ
る
（
20
日
かぎ

の
３
者
で
仙

“
こ
ど
も
に
夢

Ｒ
を
行
う

８
月
１
日
時
点)

１
ヘ
ク
タ
ー
ル

額
を
更
新

，
９
４
５
千
円

，
９
１
０
千
円)

７
箇
所

４
箇
所
）

６
箇
所

１
箇
所
）

２
箇
所

２
箇
所
）

町
及
び
亘
理
町

で
嵩
上
げ

工
）

ン
タ
ー
が
共
同

町
）

了 工
事
に
つ
い
て
、

課
及
び
関
係
す

振
興
部
）
に
よ

ー
ム
を
設
置

の
農
業
土
木
技

か
ら
８
人
体
制)

農地海岸の１次復旧完了（亘理町）除塩実証試験：暗渠設置（名取市）除塩実証試験：真水での湛水（名取市）H23七夕まつり“こどもに夢を”全景廃棄物処理後の農業用水路（亘理町）




